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SD-2-1 日本語音声教育のための音声データベース
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1. まえがき．
国際化の進展にょうて多く：2の日本人が海外で
生活し，事．た逆に留学生など多く．のが国人が我
が園で生活ょするよう’になった＼こ』のた’め＇； •. ~母
国語言語の習得支援体制の確立が急務となって
いるが，非，骨甲．詩言語ρ習得実援体制や従雰行
われた研箆院は次に・挙げる開題点がある．；－
・（1）時間や場所にとらわれない．，白白な外’国語
学習が困難である． "' ,.,. 

(2）語学学習教材は，単語や短文が中心であり，
．かっ定型パ.？，.~.Uの学習に重点説話．かれ，
一一発音単習の自由度が少ない．：：，－
fat市・販り許：国語手習ソフトウ手アセiも学習
ー・者の”lンベルに会ウたコ’ース．ウェアの．自動
設定が困難である．

(4）学習者の発音の評価は学．習ミ者自身に佳さ
．れ：ているこ占が多く，そのためいっ－までも
E誤り iと気付かなι、－ことが多い．’すな持ち，
正しい評価とマノレチメディアを利用した
適切な指示を自動的に与えることができ
ていない．

(5）個々 の母音や子音の発音学習が優先され，
イントネーションやアクセント，持続時聞
に代表される韻律的特徴の学習がす分で
ない．また，音によ号学習に片寄りがちで
あり，マルチメディアの利用が十分でない．
さらに，唇の．形や表情，身ぶ。り等のパラ言
語的特徴の利用も十分でない．
ーヰfトら竺開題点を，音芹清報処理技術，エー
ジ，字ン”下ジヌテムiと代表される知能情報工学，
ネッ＂｝ !? ::.:. ·~技術と；日本語：守外国語の教育学
を融合す予兵長！と主つτ二上記簡題点を解決し，
それをと基iこ韻律的特徴島包含する発音教育シス
・テムをコシピュータ~とに構築することを目的と
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して，現在特定領域研究（A）「メJディフナ教育利用」
（略称）が坂元、昂（メずィ．プ教育闘発目ゼ父タ二，
所長）先生を代表と、して行われている：：

2.特定領域研究（A).「持ディヱ教育利用」
ー特定領域研究：.'(A) .「ぷディ.T教育利用」め正
式迄弥l恥「高等教育改革i己資す争マノじチ，ぷディ
アの高度利用に関する研究J.＂~であり.／ 3＇τウ’の宋
グノレープから構成されている．．最初のグループ
は，インターネットや衛星回線を利用，.Lた遠隔
教育について研究を行っている．第d：；のケ片ー
プ（責任者目＂＼ c中｝IJ聖一豊橋技術科学大学教授）
ばi外国語教育に関するものであり，後ほど詳
述する．第3"のグノレ三プは，J情報処理教菅に関
，オるものごである．外．国e語ー教育グノレ－ープ I~ ，..さら
l手ιつめ.:7~／IレザアIf分かb；るらこのうあ音声：情
報処理技術を活用ーしたシ界；テ；与構築を目指して
いるι仰は号つのぞ！.！：＇弓え｛代雰；中川，牧野，壇
辻）である．これ.？..：の＇':j＇＇！レγプ了では・，．日本語学習
看の発音の問題点を自動的思抽同い‘そ札に従
っτどのように発音を矯正するかを具体的に学
習者に示す，·.ィシテリジ土－ン·~でがろ~ンタラ
クティブな計算機援用発音教育右手・テム－を開発
する．．なお，ここでは個空め音ηB発音φみ返ら
ず，アク宇シ ：~ .＇.，（：ン・ト亭？？弓；；も学習の対
象としている：
外国人に対する日本語教育と，．日本人に対す
る英語教育を目的とーし，比較的初歩の嘗習者を
対象とする．＼さら1こi発音．学習炉自悼度を高め
るために，エージ三シト技術や，音戸情報処理技
術堂用川た対話Y界テム旬開発－と；，そりためり
種A・のメ，デ、イア提示システ$.の開発や発話生成
システムの基礎研究，等を行い， i単：な－~·熊来¢
表音教育ジネアム？~~~~ ユロタイ七］l~写.~~~：~
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インテリジェントでフレキシブノレなシステムの

構築を目指．している．具体的には， eテレビニユ

ース放送の語学学習教材化，特殊拍，韻律，発

音の学習支援システム，京都．観光案内をタスク

とした英語学習システム，等の研究が進んでい

る．これらのシステムの構築，評価には多数の

非母国語話者の発話を収録した音声データベー

スが必要となる；’これら 3つのグループは，協

力して日本人の発話した英語音声データベース

C: I＇外国人の発話した日本音声デ｝タ λ ースの
構築を進めている．本稿では，日本語音声デー

タベ｝スについて述べる．

3. 日本語音声学習システム構築のための

日本語音声データベース
外国人（留学生）の日本語発音学習の訓練・

評価に有用なデータセットの作成を目的として

いるJ中国，韓国， i東南アジア，欧米圏で，計

100名程度の発話を収集する．発話者としては，

全国の大学に在学する日本語能力は中級程度以

上の外国人留学生を対象とする．

3. l.内容の構成ー
(l).ATR読み上げ文

ATR読み上げ文は日本語音声認識用音韻モデ

ノレ作成のために準備された音韻バランスを考慮

じたセットであり， 4セタト～Jセット各 50文
、（Jセットのみ53文）計503文からなっている．
文字数は最長で 40.字程度である．この読み上げ

文を利用しで，町外国λ（留学生）の日本語発音
学習の訓練＼評価に有用なデータの作成を目的

とする．データベ．ースでは，そのうち比較的発音

が容易と思われる 6セット 303文（C,D, .F, H, 

I, Jの各セット）を選び，収録する．
文の表記は文節ごとの分かち書きとし，漢字

には振り仮名をつけている．また難解と思われ

る語句には英訳をイサしている．分かち書きにし

た理由は， ATR文は，外国人留学生に．とって，か

なり難解な文であるため，分かち書きにするこ

とで意味の句切れがわかると考えたためである．

と促音 13）ザとジャ 14）ツとチュ

(3）外国人話者にと．つての難音を含む読み上げ

文

単語の発話のみでは自然な発話を反映しにく

いことも考慮し，文の中に埋め込んだ発音も収

録している．．全 108文であるが，発話者の負担

を考慮じて， A,"Bセットに 2分してし、る.Aセ

ットは奇数番号 54文， Bセットは偶数番号 54

文である；読み上げに使う例文の選出基準とし

て以下の点を考慮、している．

①l部， 1文中にミニマノレ・ベアを含むように
した．

②わかりにくい単語を含んだものは避けた．

③文は長くならないようにした．

④できるだけミニマノレ・ベアのアクセント型を

揃えた．

⑤自然な文になるようにした．

⑤オノマトベ（擬声語・擬態語）は意味がわか

りにくくなる恐れがあるので，わかりやすいも

の’を採用した．

(4）＇韻律評価をするための文

韻律を評価するための．会話文を中心とする以

下に示す 11項目の文セットである．韻律評価が

日本語音声学習に組み込まれたことは，あまり

無く貴重な音声データであるJ
①Yes ・No.疑問文

②疑問詞（W¥:l）疑問文
③疑問詞が文中にある場合／問い返し疑問

④「何か」と「何も」

⑤右枝分かれ構造 1

⑤左枝分かれ構造 1

⑦右枝分かれ構造2
③左枝分かれ構造2
⑨対比の強調

⑮終助詞

⑪フィラー（間投表現）

3. 2 収録環境

(2）外国人話者にとっての難音を含む単語 これらの音声ぬ収録に用いるマイクロホンや

日本語非母語話者が間違えやすい下記のよう サンプリング周波数は，日本音響学会連続音声

な発音を含んだミ弓マノレベア 115＇単語を選んだ． デ、プ・タベーJ再と同じとしている．また発話者は

1）母音一長母音.2）母音5無声干~－ －~）ー無芦音三一一おらーか、！去め支の内容をふぐ理解しコ亡しユること宏
有声音 4）シとヒ 5）スとツ 6）チとツ 前提としている.10月ごろにはデ｝タベースと

7）ダ行とラ行とナ行 8）カ行とガ行鼻濁音 して各研究機関に配布することを予定している

9）劫音と直音 10）援音 11）促音 12）擁音
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2001年情報・システムソザイZティ大会
講演論文集
一般講演

D-1. コンピュテーション D-10. フオ｝ルトトレラントシステム

D-2. ニューロコンピューテイング D・11.画像工学A,C, D 

D句3. ソフトウェアサイエンス D四12.パターン認識・メディア理解A,B 

D-4. データ工学 － D・13.知能ソフトウェア工学

D-5.言語理解とコミュニケーション D-14.音声・聴覚 l.> 

D-6. コンピュータシステム D-15.教育工学

D・7.MEとバイオサイバネティックス D-16.医用画イ象

D-8.人工知能と知識処理 D-17. ソフトウェアインタプライズモデリング

Dθ．オフィスシステム

シンポジウム
SD・1. IT技術としての自然言語処理技術の応用

SD・2.音声処理の教育への応用

SD・3.教育におけるインターネット利用

SD-4. ヒューマンセンタードビジョン

ソサイ工ティ企画

特 別 企 画 KAD-1.障害者、高齢者が参加しやすいIT化社会

パネル討論 PD-1. いまそこにあるエージェント技術
～エージェント応用の現状と将来～

PD-3. 今後100年間におけるフォールトトレランス

チュートリアル講演 TD-1. 発見科学とデータマイニングの最前線：

金融，経済，ゲノムからウェブまで

2001年 9月18日～21日 電気通信大学（調布市）
September 18～21唱 2001,The University of Electro-Communications, Choufu 

INFORMATION AND SYSTEMS SOCIETY 

THE INSTITUTE OF ELECTRONICS INFORMATION AND COMMUNICATION ENGINEERS 

設電子情報通信苧毒

情報・システムソサイエティ
（大会終了までは複写を禁止します．大会終了後は目次の最終ペ｝ジに掲載の方法により複写できます．）
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D-15・12 OMGW技術教育システム t~おけあ協調と競争を効率的に進めるための仕組みに関オる一考察
・・0古田穂高・久米伸・阿部弘徳・金子正人・武内 惇・藤本 f羊（日大）

D・15・fj 問題解決学習のための協調学習場の構造に関する研究……山・.，，，・..；.，.：.~：·・H・ 0坂本勝暢 s 香山端恋・岡本敏雄（電通犬）
D・15・14・ !AA:システムにおける音声認識の宥効性の検討…0松本文子・海老名毅.i竜i撃 修？清!II、.： i青・大野i告之（通信総研）
D-15・TS.-'ITSによる地震防災教育ソフトウ1アの開発の試み；－：：・：. M い ••. 、 パ，以＂~＂.＇ -' [i＇・：・

、1；；.・・・.i...... ~；・H・H・－－….：~.…パ。瀧本浩一（山田大）・角田裕俊（目立中国ソIブートIウ－:i::.-n ・三浦房紀（山口大）’
D・15：司：16.,VRを利用した消火訓練システム H・H・：.，..・H・－－・・・・H・H・－－－・・・0益付明A（名大）ι・回．中敏光t名城犬）・大西、。昇t名火）：
D”15-17 モータサーボ教育の導入に関する教材開発・H・H・.....・H ・－・：•：＇.・I・，：＋：：“：・；？？・~ .• , ＇.・5・！。藤田 I敦・見城尚志・寺内美奈（能開六）
D-15-18 画像処理の講義における＇ WebPageを用いたレポ←ト課題提示：と回答収集についでい。

；.，….·.·：·＂十·.~... • ... ，……:0片手・昌幸＝中村‘彰I・佐藤暢雄（秋田大｝
D・＇15-19 多λ数規模の講義におゆる講義支援システ・ム……川イ…・・い叶・？・竹山H・H・，；，；・0機山洋一・校紀子・水i署純一（青学大）
D-'15.'20 電子アンケ.；－，卜の提示書式！に関するー検討（II) ・H・H・.. ＿~，・・ 4・・・.；；－・.· ....・H ・~·....・H・.~ • ....・H・....・＇.＇＇・ H・－…・O北垣郁雄（ぽ島犬）
D-'15~21:·,i計算機を用いた毛筆漢字文字の美的評価アプリケーションの試作・

・;・;・,;1,::,c：・戸、。甫f生淑i:・平野光r・福田智宅｛東和大）・小谷一孔（北陸先端大）
D・15・22 テストと学習時間による’学習者と教材の整合性評価〆..i＇；・！~いれ・・.， .i ・·；..二・…：，.；...・H・.－.. ＿。野i宰康裕・坂本康治（日本工大）
D-15・23 学習指導者向けの学習活動評価支援システム、課題設定文援機能および評価支援機能の開発司

…...・H・.....・H・0加藤秀一・香山瑞恵．岡本敏雄（電通大）
D-15’24 視線運E司Jによるz里解レペJvの評価につU、で：，，，＇，，.. ; ..…，・，，；，，，.；・ .. : .................. ; .... ；・H・；，，，・I・；：c浅野晶多：.・坂本康治＇（日！本工大）＇
、；、’！？’＇＂＇.＇ ., : n-16~医用画像 ～ に：ー こi,, . .-: 

D-.16;1 ,f':...丹，LqsslessC<;impressin~ ~lgorithm ・Based on. Feature . . . . ，ぺυ’Iリ 1
: : .. c kebin Jia. (Telecommunicatipns Acivanceme'!¥ Organizat＼~n of Japan），’ 

, .... Hongyuan Zhang .(Beijing.Polytechnic University, t;leijirg China）＿，＿・，•Qi~g ~~u:.(»,'.ased~ Univ~rsify ), 
D・16之 階層型シートを用いた医用画像可逆圧縮の適暦，.＿..・H・＇＿＇.，・：：.＇.・；.：.；：，：，・：.：，…？．．．．．．．．．．．．．
D,16~3. ）.樟音波民周動画f象の仲のスキツ，プ領域検出型M止耳ci,2,ti舟イヒf去．．．．．．．．．。松尾賢治．栃本真幸，小池 淳（KDDI研） 
D-16-4 functional MRIにおける時系列画像間の動き推定....・H・－－…・H・H・.....・H・.：..... c熊i事誠志・山本強・土橋宜典（北大）
D・16δ 商像処理による皮膚腰ょうの核領域抽出 H ・H・E・＇.：：。村瀬曜子 r土家知郎・凪中敏幸（慶大）・岡 輝明（関東中央病院）
D-16-6 エコー画像からの胎児の頭部形状抽出！日1・：γ・・；：….................・H・...・H・－…....・H・....・H・－…・。鳥飼雅人・田中敏幸（慶大）

D崎17.... ：！.アトウェアインタプライズモデリ。ング
o~t7lr ピジネスア一ギテケチヤの情報科学的アプロ－チにヱる記述方法．．．．ι．；．．．．．．．．．．．．．．，．．．．．．．．町
D’17:2♂ B2B lntemet"fraiisii.ctions ...・H・....・H・－－－…H・H・－・7・H・H・....・H・－－－… 0新日l芳行l日本ア干ピー手序）て松本正雄（筑波大）
D・17-3 欧州におけ~金融機関の次世代e-Commerce 戦略について・H・H・－…J・；...・H・，；..・....：；，；・H・－－－…，；，：・.：・.。波井祥一（筑波大）’
De＇＼うえi ド資i原占子配におけるエ」ジ＝；ントの戦面告：：.................. :: ....... ::: ...............日．．．；．．．．．．，
D-17-5 オプジエクト指向コン11－τ序守ト発展のための開発支援につい9で1・H・H・.........・；..…..........・H・－γ・・・0片上英樹（凸版印刷）
p・17-6 生産管理システムにおけるビジネスモデルどピLジヰス＇・：・ォァタ与協同関fおi沿いて：：G,
ヒ＂.＇・ • ・ '・ ：：，；＿.＇.＇.・1・c：－・・・：・・・・・：...・H・H・H・.~ ~ ~ ~・H ・H・~. '? ~t~ ・H・H・~~！ H ！・H・........・I・H ・.＂，町H ・a・－－・ 0川波、彬（新日鉄、＇／：1＇.），宇一ションポ）ゐ
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-1 .; .SD-2.音声処理の教育．への応、用
l日本語音声教育のための音声データベース…仁科喜久子（東工大）・吉村弓子（豊橋技科大）・才回いずみ（東北大）・J

高抑童子（京大｝ .前iii喜久雄個立国語研）＼峯制言明（東末）＿：：
．．遭辻正問。（京大r・中川霊：..：...－｛豊橋技科大）・O牧野正三（東花大）

字幕っきテレピニ昇ース映像を利用した語学学習教材の自動作成・ー
・・・0森 一将・田中敬志．・4、林’聡・中川聖一（豊橋技科大）

非言語情報を用いた講義スライド重要度抽出…。山田博文・松田和彦‘田口小売・桂田i告ー・新田恒雄｛豊橋技科大）
映画を教材とじた英語学習支援システム H・H・H・H・－…・：• ; ... ~－·五十旦｜実吾・J佐野輝君任・0緒方 淳・有木康雄（龍谷大）
i笑語発音練習支援シズテムのための子音ち・々 のーグルーブ内発音評価H・H・.：：・・い…；；；；・c橋谷広樹・白深林太言十志（静岡犬）

SD-3.教育におけるインターネット利用

SDふ l インターネット学習環境における学習履歴情報のDigitalPortfolio化とその利用について
H …0松居辰目lj.岡本敏雄（電通大）

SD・3・2 ナレッジ・マネージメントを志向したe-learning環境：RAPSODY-EX 
－協調メモリにおける学習情報の共有化について－ ...・H・H・H・.....・H・－－……H・H・－－…・0香山瑞恵・岡本敏雄（電通大）

SD＇・3-3 e-LearningのためのWeb教材とバーチヤルスタジオの活用法 ・H・H・.....・H・.....・H・・・・・・・・・H・－－－… Oi.皮辺成良（電通大）
SD-3-4 VODを用いたWWW上での授業映像検索システムー教師を対象とした遠隔自己学習・研修ツール・

.....・H・0井上久持・松居辰則・岡本敏雄（電通大）
SD-3・5 天文教育でのインターネット中継の利用とその評価・H・H・.....・H・.....・H・－－…0中山雅哉（東大）・勝秀彦（国立天文台）


